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病
院
・
託
児
所
む
け
乳
幼
児
用
体
動

モ
ニ
タ
ー
「
イ
ン
フ
ァ
ン
ト
ミ
オ
」

第2429号

酬
明
ス
カ
イ
ネ
ッ
ト
の
新
製
品

カ
フ
ベ
ン
テ
ッ
ク
事
業

部
の
設
置
な
ど
事
業
拡
大

を
図
る
株
式
会
社
ス
カ
イ

ネ
ッ
ト
(
社
長

・
井
上
政

昭
氏
、
東
京
都
文
京
区
本

郷
三
|
四
二
l
五
・
ボ
ア

本
郷
8
F
)
は
、
こ
の
ほ

ど
、
乳
幼
児
の
呼
吸
を
含

む
動
き
を
い
つ
も
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
し
、
異
常
時
に
警

報
音
と
警
報
ラ
ン
プ
で
異

常
を
知
ら
せ
る
乳
幼
児
の

体
動
モ
ニ
タ
の
新
製
品

「
イ
ン
フ
ァ
ン
ト
ミ

オ
」
の
製
造
販
売
を
開
始

し
た
。
販
売
は
イ
ワ
キ
株

式
会
社
(
東
京
都
北
区
豊

島

七

三

O

一七、

T

E
L
m三
九
二
ニ
二
三

四
一
)
イ
ワ
キ
株
式
会
社

(
東
京
都
北
区
豊
島
七
|

三
O
ー
一
七
、

T
E
L
m

三
九
二
ニ
ー
ー
二
三
四
一
)

が
行
、
っ
。
本
製
品
は
、
乳
幼
児
が

睡
眠
中
に
呼
吸
を
含
む
休

動
が
二
十
秒
間
検
知
さ
れ

、、aノ
干
'旬

J

，.、本医科器械新聞

な
い
と
警
報
で
知
ら
せ
る

機
能
を
持
っ
て
お
り
、
叩

メ
ー
ト
ル
以
内
の
離
れ
た

と
こ
ろ
で
も
警
報
を
鳴
ら

す
こ
と
が
で
き
る
遠
隔
シ

ス
テ
ム
が
付
属
さ
れ
て
い

る
。
仕
組
み
は
、
乳
幼
児

が
寝
て
い
る
マ
ッ
ト
レ
ス

や
布
団
の
下
に
敷
い
た
検

知
マ
ッ
ト
(
感
知
板
)

が
、
体
動
を
感
知
し
、
乳

幼
児
の
呼
吸
を
含
む
体
動

が
二
十
秒
以
上
停
止
、
ま

た
は
異
常
に
減
少
し
た
時

に
警
報
ラ
ン
プ
と
醤
報
音

【
不
思
議
な
出
来
事
】

(
予
言
)

以
前
の
章
で
も
書
い

た
が
、
毎
日
の
よ
う
に

手
持
ち
の
現
金
が
カ
バ

ン
か
ら
消
え
る
。
こ
の

話
を
聞
い
た
良
き
知
人

が
占
い
師
に
相
談
し
て

く
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ご
週
間
以
内
に
犯
人

に
は
っ
き
り
と
異
変
現

象
が
起
こ
り
ま
す
」
と

の
知
己
せ
が
あ
っ
た
。

半
信
半
疑
と
云
う
よ
り

も
、
殆
ど
信
じ
ら
れ

ず
、
一
目
、
二
日
と
一

週
間
が
経
っ
た
。
何
も

起
こ
ち
ず
、
七
日
目
の

夜
十
時
ご
ろ
か
突
然
電

話
、
が
鳴
る
。
マ
プ
タ
プ

ッ
ト
(
パ
タ
ヤ
ビ
1
チ

の
先
一
時
間
ほ
ど
の
石

油
基
地
)
近
郊
か
ら
で

日5月11日2017年(平成29年)

瀧

j畢

義

あ
る
。メ
ン
テ
の
た
め
現
地

を
訪
れ
た
エ
ン
ジ
ニ
ア

は
、
予
想
以
上
に
時
間

を
費
や
し
、
午
後
七
時

過
ぎ
客
先
の
現
場
を
離

れ
た
。
夜
の
街
道
は
今

と
違
い
交
通
量
も
少
な

く
、
百
キ
ロ
ほ
ど
の
ス

ピ
ー
ド
で
走
行
し
て
い

た
よ
う
だ
。
突
然
、
全

く
突
然
に
左
前
輪
が
外

れ
、
前
方
へ
飛
び
出

す
。
と
同
時
に
車
体
が

前
後
真
っ
二
つ
に
割

れ
、
ガ
グ
ン
と
表
現
不

能
な
状
態
で
突
っ
込

む
。
エ
ン
ジ
ニ
ア
は
、

当
時
の
状
況
を
ρ
死
ん

だ
d

と
表
現
し
た
。

伺
が
何
だ
か
全
く
判

断
出
来
ず
パ
ニ
ッ
ク
状

態
。
我
に
返
り
、
状
況

勝

で
知
ら
せ
る
シ
ス
テ
ム
。

睡
眠
時
乳
幼
児
突
然
死
症

候
群

(
S
I
D
S
)
は
無

呼
吸
に
よ
り
死
亡
す
る
病

気
で
あ
り
、
イ
ン
フ
ァ
ン

ト
ミ
オ
に
よ
る
呼
吸
を

含
む
体
動
の
モ
ニ
タ
は
乳

幼
児
の
救
命
に
寄
与
す
る

こ
と
が
大
い
に
期
待
さ
れ

る。
同
社
で
は
、
従
来
か
ら

高
機
能
を
備
、
え
た
乳
幼
児

体
動
セ
ン
サ
グ
ネ
オ
ガ
ー

ド
+
μ
を
販
売
し
て
お

り
、
こ
の
分
野
の
主
導
的

地
位
を
保
持
し
て
い
る

が
、
こ
の
た
び
の
イ
ン
フ

ァ
ン
ト
ミ
オ
の
発
売
に

よ
り
医
療
機
関
は
も
と
よ

り
、
託
児
所
や
ゼ
ロ
歳
児

を
預
か
る
保
育
所
等
も
含

め
た
市
場

の
拡
大
を

図

る

た

め
、
体
動

セ
ン
サ
と

し
て
必
須

の
機
関
た

け
を
集
約

し
た
普
及

タ
イ
プ
と

し
て
こ
の

イ
ン
ブ
ア

を
確
認
し
よ
う
に
も
何

が
起
こ
っ
た
の
か
も
判

別
不
能
。
目
の
前
に
は

前
後
真
っ
こ
つ
と
な
っ

た
車
体
が
あ
る
だ
け
。

そ
の
時
間
帯
に
通
る
車

は
少
な
く
、
か
な
り
待

っ
た
後
、
幸
い
警
察
の

車
に
助
け
ち
れ
た
と
の

内
密
で
あ
っ
た
。
と
れ

は
全
く
飾
り
の
な
い
真

実
の
話
な
の
で
あ
る
。

タ
イ
人
に
は
理
解
で
き

て
も
日
本
人
に
は
無
理

か
も
し
れ
ぬ
。

何
故
車
体
が
突
然
真

っ
二
つ
に
割
れ
た
の

か
、
後
日
判
明
し
た
の

で
あ
る
が
・
:
。
過
去

に
、
日
本
か
ら
ア
ジ
ア

向
け
に
中
古
車
を
真
つ

二
つ
に
割
り
、
部
品
と

し
て
輸
出
し
て
い
た
時

代
が
あ
っ
た
。
現
地
で

は
、
そ
の
車
体
を
再
度

溶
接
し
直
し
販
売
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
そ
の

流
れ
が
タ
イ
に
も
あ
っ

ン
ト
ミ
オ
を
市
場
に
導

入
し
、
ネ
オ
ガ
1
ド
+
と

二
機
種
を
用
意
す
る
こ
と

に
よ
り
、
広
く
顧
客
の
ニ

ー
ズ
に
対
応
で
き
る
体
制

を
整
え
、
強
力
に
販
売
拡

大
を
図
る
こ
と
を
計
画
し

て
い
る
。
〈
仕
様
〉

マ
対
象
児
・

・体
重
1
・

5
1
9
M
(
一
歳
未
満
)

マ
保
育
器
内
、
コ
ッ
ト
、

ベ
ビ
l
ベ
ッ
ド
な
ど
マ
使

用
温
度

・
湿
度
範
囲
・・
5

1
お
℃
、
お
1
部品
W

(
但

し
、
急
激
な
温
度
変
化
が

な
い
こ
と
)
マ
保
存
温
度

範
囲
・
・

o
i
m叫
℃
マ
使
用

電
池
・
・
単
3
ア
ル
カ
リ
乾

電
池
4
本
(
約
3
か
月
使

用
可
)
マ
体
動
警
報
・
・
二

十
秒
以
上
呼
吸
を
含
む
体

動
が
停
止
し
た
時
(
警
報

音
と
警
報
ラ
ン
プ
点
滅
)

マ
外
形
寸
法

(
W
×
H
×

D
)
・
・
モ
ニ
タ
本
体
部
×

1
1
8×
幻
肌
(
固
定
具

除
く
)
、
検
出
マ
ッ
ト
2

7
0
×
5
7
2
×
m
m
 

(
カ
バ

l
交
換
可
能
)
マ

重
量
・
・
モ
ニ
タ
本
体
約
0

・
1
岡
、
検
出
マ
ッ
ト
約

l
・
2
Mマ
付
層
品
・
・
固

た
ち
し
い
。

そ
れ
に
つ
け
て
も
占

い
師
の
ご
週
間
以
内

に
異
変
現
象
が
:
・
」
は

完
全
に
現
実
の
も
の
と

な
っ
た
。
乙
れ
ぞ
不
思

議
の
国
タ
イ
で
あ
る
。

犯
人
は
乙
の
運
転
手

(
元
警
察
官
)
で
し

た。
【
車
一
台
に
女
一
人
】

某
有
名
(
独
)
高
級

車
の
販
売
広
告
に
以
下

の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ

た
。
グ
我
が
社
の
車
一

定
具
、
遠
隔
ア
ラ
ー
ム
ユ
一
は
同
社
製
品
専
任
営
業
部

ニ
ッ
ト
、
単
3
ア
ル
カ
リ
一
(
電
話
回
三
八
一
四
一

乾
電
池
4
本

二

三

三

)

へ

連

絡

す

る

と

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
一
よ
い
。

乳
が
ん
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
機
器

新
製
品
「
ブ
レ
ス
ト
ラ
イ
ト
」
発
売

華
淋
株
式
会
社
か
ら

華
淋
株
式
会
社
(
社
長

・
石
塚
淋
氏
、
東
京
都
墨

田
区
千
歳
一
|
四
|
一

二
)
は
、
こ
の
た
び
乳
が

ん
の
新
し
い
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
機
器
で
あ
る
「
ブ
レ

ス
ト
ラ
イ
ト
」
(
一
般
医

療
機
器
)
の
販
売
を
開
始

し
た
。
本
製
品
は
、
女
性

が
手
軽
に
乳
が
ん
の
セ
ル

フ
チ
ェ
ッ
ク
に
使
用
で
き

る
製
品
で
、
定
期
的
な
セ

ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
で
乳
が
ん

の
早
期
発
見
に
つ
な
が
る

こ
と
が
期
待
で
き
る
製

ヨ
口
口

E
口

ブ
レ
ス
ト
ラ
イ
ト
と
は

イ
ギ
リ
ス
の
P
W
B
社
が

開
発
し
た
乳
が
ん
の
新
し

い
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
機
器

で
、
射
出
す
る
特
定
の
波

長
の
光
を
胸
に
照
射
す
るも

台
購
入
ご
と
に
女
一
人

付
け
ま
す
μ
。

さ
す
が
に
社
会
の
反

響
は
大
き
か
っ
た
。
広

告
主
の
弁
解
は
が
車
一

台
に
掃
除
の
た
め
の
女

中
を
一
人
付
け
る
が
と

云
う
意
味
で
す
・
・
0
・

十
年
以
上
前
の
話
で

す
。
判
っ
た
よ
う
な
わ

か
ち
な
い
よ
う
な
・・・
0

※
筆
者
は
前
・
苫
5
2

0
N
-
∞けの凹
Z
4
C
H
d
Jへの
0
・.

「↓

u-M)『
由
回
一
己
申
口
一
γ

乙
と
で
乳
房
内
部
を
可
視

化
し
、
直
接
見
て
変
化
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
女
性
が

片
手
で
持
て
、
手
軽
に
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
も
の
。

乳
が
ん
は
日
本
で
女
性

の
橿
原
平
自
数
第
一
位
の
が

ん
。
曜
串
草
台
数
も
年
々
増

加
し
て
お
り
二
二
十
五
歳

以
上
で
擢
患
指
数
が
急
増

し
て
お
り
、
四
十
歳
代
後

半
か
ら
五
十
歳
代
で
ピ
l

。

寄
稿
一
一
不
思
議
の
国
タ
イ
一
両

U 

ク
を
迎
-
え
る
。

国
立
研
究
開
発
法
人
国

立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
の

デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
乳
が

ん
は
他
の
が
ん
と
比
べ
て

生
存
率
が
高
く
、
特
に
ス

テ
ー
ジ
I
で
発
見
さ
れ
治

療
が
開
始
さ
れ
た
場
合
の

五
年
総
体
生
存
率
は

ω・

9
φ
。
し
か
し
、
ス
テ
ー

ジ
E
で
発
見
さ
れ
た
場
合

で
は
叩
・

5
物
、
ス
テ
ー

ジ
N
で
は
泣
・

6
婦
に
ま

で
下
が
っ
て
し
ま
う
。
し

た
が
っ
て
、
日
々
の
セ
ル

フ
チ
ェ
ッ
ク
で
の
早
期
発

見
が
と
て
も
大
切
で
あ
る

こ
と
が
分
か
る
。

p
w
B
ヘ
ル
ス
社
の
実

験
で
は
、
ブ
レ
ス
ト
ラ
イ

ト
は
触
診
の
セ
ル
フ
チ
ェ

ッ
ク
で
は
検
知
が
難
し
い

と
さ
れ
る
却
阻
未
満
の
異

常
を
加
物
異
常
検
知
で
き

た
。
よ
っ
て
ブ
レ
ス
ト
ラ

イ
ト
で
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ

ク
は
、
乳
が
ん
の
治
癒
の

た
め
に
重
要
で
あ
る
早
期

発
見

・
早
期
治
療
に
つ
な

が
る
こ
と
が
期
待
で
き

る。
本
器
の
光
は
全
て
可
視



光
で
、
こ
の
光
を
照
射
す

る
こ
と
に
よ
る
乳
房
組
織

や
肌
へ
の
悪
影
響

・
副
作

用
は
一
切
な
い
。
ま
た
、

こ
の
光
は
乳
腺
を
透
過
す

る
の
で
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ

ィ
ー
に
よ
る
検
査
で
は
異

常
が
発
見
し
に
く
い
高
濃

度
乳
腺
の
人
で
も
、
検
知

効
果
に
影
響
な
く
使
用
で

き
る
。
ブ
レ
ス
ト
ラ
イ
ト
の
光

は
特
定
の
波
長
の
赤
い
可

視
光
で
、
こ
の
光
は
乳
房

の
軟
組
織
を
透
過
す
る
。

光
が
透
過
す
る
乙
と
で
、

乳
房
の
内
側
が
赤
く
半
透

明
に
映
る
。
ま
た
、
こ
の

波
長
の
光
は
血
液
中
の
赤

血
球
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
に

吸
収
さ
れ
る
の
で
、
血
管

は
黒
い
線
の
よ
う
に
映

る
。
早
期
の
笹
山
性
腫
鷹
で

は
、
腫
鷹
の
回
り
に
血
管

-

T
I
l
t
-
-
t
J
 

I
-
-
L
 

i
 

が
増
殖
す
る
乙
と
が
認
め

ち
れ
て
い
る
、
ブ
レ
ス
ト

ラ
イ
ト
で
は
血
管
が
多
く

集
ま
っ
て
い
る
部
分
は
暗

い
影
の
よ
う
に
映
る
の

で
、
悪
性
腫
虜
の
周
り
に

増
殖
し
た
血
管
も
暗
く
映

る
。
よ
っ
て
こ
の
影
を
異

常
の
疑
い
と
し
て
検
知
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

使
用
方
法
は
、
鏡
の
あ

る
部
屋
で
照
明
を
完
全
に

消
し
、
ブ
レ
ス
ト
ラ
イ
ト

を
胸
に
密
着
さ
せ
て
光
を

照
射
。
光
が
当
た
っ
た
部

分
が
赤
く
半
透
明
に
映

り
、
正
常
な
静
脈
や
血
管

は
暗
い
線
の
よ
う
に
映

る
。
直
接
見
下
ろ
し
た

り
、
鏡
に
映
し
た
り
し
な

が
ら
胸
全
体
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
。
胸
に
暗
い
部
分
、

影
の
よ
う
な
も
の
が
見
-
え

た
り
、
血
管
の
一
部
が
周

り
に
比
べ
て
暗
く
太
く
映

る
場
合
は
、
胸
の
血
流
の

変
化
を
示
し
て
お
り
、
乳

房
の
異
常
が
原
因
で
あ
る

恐
れ
が
あ
る
の
で
医
療
機

関
を
受
診
す
る
必
要
が
あ

る
。

従来製に比ベ小型」ー「

軽量・高倍率化を実現

観察時においる操作性が

向上し』ました
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薬事情報

般的名称

リスク分頬

特定保守管理庭積.11 I妥当の有無

殴置管理医癒緩騒叡当の有無

息遣販売属出醤毎 -・E置冒商雪国~

PPEホルダーシリーズ
-・E冨冒買置置冨買Eヨ・・

.PPEホルダー・手指消毒剤ホル夕、ー・トレLセット・吸引力テーテルホルダー
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